
                                                                 平成 22年９月３０日発行 

                               ＜担当＞富士･東部教育事務所 

                                   地域教育支援ｽﾀｯﾌ 

                                   野尻正人･小俣一夫 

                                   田辺洋利･小川弘一 

 

 記録的な暑さを残した夏も、終わりを告げようとしています。この夏を中心に行われた様々な事業に

ついて情報を提供致します。 

 

南都留地区８市町村及び富士東部教育事務所の共催で初めて実施された 

大変ユニークな事業です。小学生 64名、中学生 22名、行政職員 18名、 

都留文科大学、健康科学大学のボランティア 15名、合計 119名での一泊 

二日のキャンプでした。８つの市町村で実施したことで、他の地域の子ど 

もたち同士のふれあいがあり、広い視野を持つ人間形成の一助となってい 

ました。また、参加した大学生は、野外活動のノウハウを学ぶことで自己 

啓発の一環にするなど、多方面にわたり実りあるキャンプとなりました。    （出発式） 

             市町村の横の連携、小中学生と地元大学生の 

縦の連携がとれた地域教育の典型的な事業で 

            した。 

主催：南都留地区社会教育委員連絡協議会 

              富士東部教育事務所、富士吉田市・都留市 

富士河口湖町・山中湖村・忍野村・道志村 

（野外炊飯）     西桂町・鳴沢村 各教育委員会       

                                 （チャレンジ･ザ･ゲーム） 

    （（（（問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先：：：：シオジシオジシオジシオジ森森森森のののの学校事務局学校事務局学校事務局学校事務局    0554055405540554----22222222----2775277527752775））））    

県有林「小金沢シオジの森」や回りの森林をフィールドに、様々な森林体験プログラムを実施してい

ます。北都留地域教育推進連絡協議会「明日の風」が支援しています。 

        【春のシオジの森を歩こう】           【木馬のテーブルを作ろう】 

5月 15日(土)                 ①5月 29日（土） 

         シオジの大木を囲っている           テーブルを作る材料のヒノ 

         子どもたち。（大月市真木）           キを間伐しています。 

                                              

         【木馬のテーブルを作ろう】                     【森の生活を楽しもう】 

          ②8月 28日（土）               7月 31日(土)～8月 1日(日) 

          ①で間伐したヒノキにヤスリ          魚を捕まえている子ども達。 

          をかけている親子の様子。           炭焼き体験も行いました。 

                                  （七保町奈良子） 

        【森で楽しもう】               【森の生活を楽しもう】 

         8月 8日(日)～8月 9日(月)           ８月 10日(火)～8月 11日(水) 

         シオジの苗木を鹿から守る           林業体験として、伐採をして 

ウッドガードを取り付けて           いる様子。農作物収穫、草木 

います。                   ぞめ、川遊びも体験しました。 

（大月市真木）                （上野原市西原） 

地 域 教 育 

情報紙（22年度） 

第 ４ 号 



特別支援教育研修  以下のように研究会、講演会が行われました。 

◎◎◎◎第第第第 1111 回小中高連携連絡養護教員部会回小中高連携連絡養護教員部会回小中高連携連絡養護教員部会回小中高連携連絡養護教員部会 （南都留地域教育推進連絡協議会主催） 

６月２９日（火） 於：下吉田コミュニティーセンター 

 学習テーマ 「発達障害と思われる子どもに対しての養護教諭の対応について」 

 講師：高校教育課 新しい学校推進室 特別支援教育担当指導主事 荒川昌浩先生 

講演の最後には、小中高連携小中高連携小中高連携小中高連携のののの重要性重要性重要性重要性やゼロスタートの支援にならないような情報情報情報情報のののの共有化共有化共有化共有化のため

にもこの部会を有効活用するようにとのアドバイスを頂きました。 

 

◎◎◎◎特特特特別支援教育講演会別支援教育講演会別支援教育講演会別支援教育講演会    （富士北麓地区特別支援連携協議会主催） 

                    ８月５日（木） 於：ふじざくら支援学校 

講演テーマ 「発達障害児の理解と支援 ～学校教育について～」 

講師：勝山診療所 所長 穂坂路男先生 

  講演の中で：人生の基本的な構えとして「「「「私私私私はははは OKOKOKOKであるであるであるである、、、、他人他人他人他人もももも OKOKOKOKであるであるであるである。」。」。」。」（人生の勝利者の

構え）が大切です。ストレスマネジメントが病弱児童への適切な支援へとつながります。：という

内容がありました。支援支援支援支援するするするする人人人人たちがたちがたちがたちが元気元気元気元気であることの重要性を再認識した講演会でした。 

 

◎◎◎◎第第第第４４４４４４４４回回回回    関東甲信越地区特別支援教育研究協議会関東甲信越地区特別支援教育研究協議会関東甲信越地区特別支援教育研究協議会関東甲信越地区特別支援教育研究協議会    山梨大会山梨大会山梨大会山梨大会    

                    ８月６日（金） 於：都留市文化ホール、都留文科大学 

大会テーマ：「すべての子どもが豊かに生きるための支援をめざして」 

  記念講演 ：「みんなが輝く教育を！」 ～今、子どもたちに必要な教育とは？～ 

  講演者 品 川 裕 香 先生  教育ジャーナリスト・編集者 元内閣教育再生会議委員 

           北海道大学大学院教育学研究科附属子ども発達臨床研究センター学外研究員 

  分科会  ：１８分科会（提案３６本） 

 関東各方面から、都留市文化ホールに入りきれないほど（都留インターに渋滞が発生しました）の参

加者を迎えました。午後は１８の分科会に分かれ、山梨県の先生方の提案も１８本ありました。 

【品川先生の講演より】 

①問題が起こってから対応するのではなく、いかに「「「「予防的予防的予防的予防的なななな視点視点視点視点でででで」」」」指導・支援するか！  

②人間はトータルトータルトータルトータルなななな存在存在存在存在であり、社会の中で生きる存在であることが教育を行う理由である。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

             

 

 

 

 

 

（養護教員部会）       （特別支援教育講演会）        （山特連山梨大会） 

 

特色ある連携、取り組み等ご紹介ください。荒川昌浩先生（上記）も助言されているように、地域教

育推進のためには、連携と情報の共有化は大切な要素となります。ご協力をお願い致します。 

連絡先：富士東部教育事務所地域教育支援スタッフ TEL 0554-45-7841  FAX 0554-45-7823 

 


